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新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んでご挨拶を申し上
げます。
札幌市は社会基盤が充実し、都市として成熟期を迎えています。そうした時
代でも持続的に都市が発展するためには、市民一人一人の創造性を磨き高める
ことが大切であると考え「創造都市さっぽろ」の取り組みを進め、｢ユネスコ創
造都市ネットワーク」の加盟も果たしたところです。その象徴として、昨年初
めて開催した「札幌国際芸術祭」は、新たな視点でまちの未来を考える契機とな
り、まちに一体感をもたらす意義深いものになりました。
人々の創造性が存分に発揮されることは、新たな産業を生み出す原動力とな
り、経済の活性化を促すものと考えております。印刷業に携わる皆さまにおか
れましても、従来業務の強化はもちろんのこと、異業種との連携や新分野への
進出など、様々な形で創造性を発揮していただくことをご期待申し上げます。
今後とも札幌市の経済を支える基幹産業の担い手として、印刷業界のみなら
ず、経済・産業の発展に向けて益々ご活躍いただきますよう切にご期待申し上
げます。
また、昨年十一月に、多くの方々の意見を踏まえ「冬季オリンピック・パラ
リンピック」の招致を表明しました。世界最大のスポーツイベントの開催は、
子どもたちに夢を与えるとともに、都市基盤の更新やバリアフリーのまちづく
りが加速する絶好の機会となります。
さらに、開催された際の経済効果は非常に大きいものであり、その効果は北
海道全体で 7,000 億円以上に及ぶと想定されます。
開催までには多くの困難を乗り越えなければなりませんが、その取り組みを
通して育まれる市民力は、札幌の未来を切り開く力になると信じています。今
後、関係団体とも連携し、市民の皆さんと共に招致の実現に向けた取り組みを
進めてまいります。
結びに、皆さまのこの一年のご健勝を祈念いたしまして、新年のご挨拶とい
たします。

札幌市長

上　田　文　雄

年頭のご挨拶
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理事長

板　倉　　　清

平成27年新春を寿ぐ

明けましておめでとうございます。
皆さまにおかれましては、ご壮健で新しい年をお迎えのことと心からお慶び申し
上げます。
昨年中は、組合運営ならびに事業推進に格別のご協力ご高配を賜り厚くお礼申し
上げます。
昨年は、4月の消費税率引上げ、11月の一昨年に続く電気料金再値上げ、師走の
衆議院議員選挙など、厳しく慌ただしい年でした。
道内印刷業界を取り巻く環境は、政府の経済政策の恩恵が実感できなく、人口減
少などによる社会環境の変化、需要構造の変化によるペーパーメディアの流出、業
際化など、これまで経験したことのない大きな変革への対応が迫られました。
昨年は、第 30回北海道情報 ･印刷文化典札幌大会を、「新たに見つけようソリュ
ーション・プロバイダーへの道」のテーマの下、2014 北海道情報 ･印刷産業展と
初めてコラボレーションして、札幌支部の主管で開催し、札幌支部組合員の皆さま
はもとより全道各地から参加された多くの組合員と関連業界の皆さまの協力によ
り有意義に盛会裡に終了することができました。
また、北海道電力の一昨年に続く電気料金の再値上げに対して、北海道印刷関連
業協議会として、北海道電力および経済産業省・北海道に、「電気料金の再値上げ
の回避もしくは抑制」、「電力の安定供給」の要望を行い、大同団結して行動する組
織の力を改めて痛感しました。
本年、北海道印刷工業組合は、これまで培ってきた事業の実績と成果を踏まえ、
全印工連などと連携を図り、各種事業を積極的に展開し、組合員企業の一層の繁栄
に資して参ります。
1月末に、印刷業の指南書である「『印刷道』～ソリューション・プロバイダーへ
の深化」を理解し、それぞれの企業の実情に則した課題を抽出し、実践に繋げる計
画書を策定する「『印刷道』実践セミナー」を開催します。是非、参加いただき持続
可能な成長を果たし、未来を創る印刷企業へ進化する指針を見出していただきいと
思います。
また、例年 9月初旬に開催し本年で 23回目となる「北海道情報 ･印刷産業展」
は、IGAS2015 との関係から本年に限り、会期を 6月 11 日㈭・12 日㈮・13 日
㈯の 3日間で開催します。「2015 北海道情報 ･印刷産業展」は、道内印刷業の将来
を展望し、企業経営の価値を見出し、クロスメディアの展開に必要な印刷関連資機
材・情報機器の選択、情報の交流、ソリューションビジネスの構築などへの要望に
十分に応えられるものと思います。是非、多数の方々の交流をお願いしたいと思い
ます。
私たちは、もしかしたら「迷える子羊」かも知れません。行先を見つけるには群れ
ることも必要です。組合はその機能を備えています。組合事業に積極的に参加し、
活発な活動を行い、大いに活用いただきたいと思います。
最後になりましたが、関係諸官庁、各機関・団体をはじめ関連業界ならびに組合
員の皆さまの一層のご理解とご協力をお願い申し上げ、新しい年が皆さまにとりま
してより佳い年となりますようご祈念申し上げ、新年のごあいさつといたします。
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支部長

岸　　　昌　洋

平成27年新春を迎えて

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、ご壮健で新しい年をお迎えのことと心よりお慶び申
し上げます。年頭にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
昨年中は、支部の運営並びに事業の推進に格別の御協力と御高配を賜り厚く
御礼申し上げます。特に 9月に行われました、第 30回北海道情報・印刷文化
典札幌大会を我々札幌支部が 53年ぶりに主管し、成功裡に開催できましたこ
とを改めまして御礼申し上げます。
今年度より札幌支部は役員改選を行い、メンバーを一新致しました。これに
伴い組織形態を時勢に合わせシンプルに改編しました。
委員会を経営革新 ･マーケティング、環境・労務、組織・共済、教育・研修
と 4つに集約し、それぞれの委員会を 4人の副支部長が委員長として主管及び
運営を行うスタイルにし中身の充実を図り、役員それぞれの役割と責任を明確
にし、組合員の皆様に「より有益」な情報がスムーズに流れるようにしました。
支部長としての職責は、支部を代表し支部の業務執行すること。そして、北
海道印刷工業組合及び全日本印刷工業組合連合会の事業を支部に落とし込み、
コンセンサスをとることと心得ております。副支部長それぞれの役割は、支部
長を補佐し各委員会の運営及び実行であります。これらの役割をスムーズに執
行していくために役員会が存在します。役員会では、各委員会及び財務（月次
決算）報告と上程された各案件の審議を行い、結果を各組合員の皆様にスピー
ディーにお伝えします。
副支部長はそれぞれ各委員会の長を兼任しますが委員長の役割と責任は、事
業計画に基づく委員会運営と委員会内で討議及び協議を行い、役員会へ上程す
ることです。
本年も、この 4つの委員会に青年部委員会を含めた組織で交流と学びの場を
皆様にご提供いたす所存です。
今までの組合は、その時代背景から共助するための組織と仕組みであったと
考えます。悪く言えば馴れ合いであり、高度経済成長下において同質競争を繰
り広げてきました。
しかし現代の印刷産業は、今までの装置産業としてのビジネスモデルがまっ
たく通用しなくなりました。ですが、我々はこれからも社会に信頼され、世の
中に必要とされ、経済活動のエンジンとして今後も事業を継続させなくてはな
りません。
これからの組合の形は、自助を促進させるための事業を行い時代に即す、ま
たは先取りすることをベースに運営しなければなりません。そして、一社単独
では変えられないことを組織として変革するための公助の役割を果たすべきと
考えております。
結びに皆様の今年一年のご健勝を祈念いたしまして、新年の御挨拶といたし
ます。
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あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えの事とお喜び申し上げます。
また、平素より札幌支部の活動にご協力とご支援、ご鞭撻を賜り、感謝申し
上げます。
2015 年いよいよスタートしました。
情報化社会の流れはいっそう激しくなり、環境の変化はますますスピード
UPしています。
変化が激しく、先が読みにくい時代だからこそ、ビジネスの「本質」を考え直
す時期であると思います。
自分の利益・会社の利益ばかりを優先するのではなく、人のために役に立つ
ことは何か？を一生懸命考え、実行することが大切であると思います。
私たちの今までのノウハウや強みを生かし、会社やスタッフが仕事を通じて
社会を明るくすること。仕事を通じて、笑顔や幸せをたくさん作りだすこと。
これが私たちの存在意義であり仕事の本質なのではないかと思っております。
しかし、一社で出来る事と、出来ない事があります。そこで必要になってく
るのは、業界のネットワークではないのでしょうか。大いに業界のネットワー
クや情報を活用し、自社の活力に利用していただきたいと思っております。
ただ、口を開けて待っているようでは何も始まらないし、何のメリットもあ
りません・・。
自ら積極的に情報発信や行動していく事で、対価として新しい情報やネット
ワークが生まれてくるものであると思います。
メリットは一方的に与えられるものではなく、得るものであると思います。
これからも皆様と、会社の存在意義は何なのか？それを可能にするネットワ
ークや業界とは何なのか？を熱く語り、一緒に本質の具体化をすることができ
ましたら嬉しく思います。
皆様にとりまして、更に充実した良い一年になりますことを祈念致しまし
て、新年のご挨拶とさせていただきます。

副支部長

加　藤　　　景

新年のご挨拶
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新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、つつがなく

新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

昨年は、消費税増税や衆議院議員総選挙、また北海道では平成 25年９月に

続く２年連続での電気料金の値上げ等、景気を左右するできごとが多く慌しい

年でありました。

組合事業においては、「第 30回北海道情報 ･印刷文化典札幌大会」が札幌支

部主管で開催されました。また PODメーカー４社様にご協力をいただき、札

幌市内のショールーム見学とセミナーの受講が同時に出来る大変有意義なツア

ーが開催された事も記憶に新しいところであります。

今年は、４月に東西南北の４分区が統合となります。長年続いてきた各分区

の活動がなくなるのは寂しい気持ちもしますが、今まで以上に多くの方々と日

頃より懇親を深め、情報交換や協調協力する機会が増える様になる事は大変楽

しみであります。また、毎年開催されている合同分区会の様に関連業者の皆様

との交流も増え、より多くの有益な情報を提供していただく事も可能だと思わ

れます。

札幌支部では、経営革新・マーケティング事業委員会、教育・研修事業委員

会を中心に、組合組織を利用した「販売チャンネルを広げる」営業ツールをつく

り上げていく方針を立てています。私たち組合員がそれらを積極的に使ってい

く事により、さらに洗練された強力な武器になっていくものと思います。

様々なところに変革が見うけられ、変化する事を恐れず、むしろ変化しない

事を恐れる。その様な一年そして組合組織になるよう、私自身一組合員として

鋭意努力いたす所存でございますので、何とぞ一層のご支援とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。

結びに、皆様にとりまして本年が幸多き年でありますよう、お祈り申し上げ

ます。

南分区長

山　　　浩　司

謹 賀 新 年
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セミナーのご案内
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組合員企業紹介 Vol.8

　北陽ビジネスフォーム株
式会社は、1979年２月に
岡部（現会長）・永野（現
社長）・佐藤（現相談役）・
鈴木（故人）・花田（現工
場長）新井（定年退職）で
会社を立ち上げました。
スタートした場所は、会社立
ち上げにご協力をして頂いた

印刷会社の事務所に間借りをさせてもらい、印刷
物はその工場の空き時間を利用して印刷しておりま
した。
その厳しいスタートからはや36年目を迎えるま
でになりました。36年間ご理解のあるお客様に恵
まれ、業界のご協力もあり、何よりも自慢できるこ
とは会社設立メンバー一人の脱落者もなく現在に
至っております。さて当社の概要を説明しますと、
設立時の資本金200万から現在は4000万に増資
し、社員数は６名から41名に1990年に本社を現
在地に移転、1993年に函館営業所を、2010年
仙台営業所設立と大きく様変わりいたしました。当
社の製造品目はビジネスフォーム（連続用紙）が
中心で、主たる営業品目は官公庁が発注される納
税通知書等の印刷物が当社の柱の一つです。こ
の印刷物は、従来は複写の印刷でした。現在は高
速レーザープリンター出力に変わり、印刷は１Ｐに
なり、縦長の印刷帳票になり、対応としてフォーム
オフ６色輪転機（３倍胴）、オフ４色２Ｐマルチ輪
転機（３倍胴）を導入し長尺仕様に対応しておりま
す。
高速レーザープリンター、パソコン普及により
従来の印刷物は激変し特に民間受注に大きな変化
（白紙化）が出ており受注減になっております。
売上減をなにで補うのかと言う問題がおきます。
当社は2000年に情報システム部を設立し2003
年ＩＳＯ9001、2005年プライバシーマーク2013
年CSR認定を取得し、2002年シール印刷機導入。
2007年ドキュカラー 7000（オンデマンドカラー
可変出力機）を導入しフォーム印刷以外の印刷や
情報処理で、売上げの補填をしております。今後
は情報システム部の強化を最重要施策と考え、そ

の一環として2011年封入封緘機を導入、ＤＰＳ対
応の環境を充実し、札幌市が27年度に多くなるア
ウトソーシングの入札に、参加資格をいただいて
おります。ＢＦ業界が今後力を入れてゆくと思われる
システムインテグレーション（企業の情報システ
ムの企画、設計、開発、構築、導入、保守運用
などを一貫して請け負うサービス）すなわちモノを
売るだけでなくコトを売ることに対応できることがＢ
Ｆ業界の新たなビジネスチャンスであると認識して
おります。多様化する市場に対応するには、お客
様のニーズを捉え、解決策を提案できるコミュニ
ケーション能力、企画提案、ソリューション能力が
必要になります。全印連が提唱しています、ソリュー
ションプロバイダーとリンクしていると思います。
そのためには営業力のスキルアップが大切になり
ます。それゆえ社員教育に投資し先取りができる企
業でなければと考えております。

［企業データ］

北陽ビジネスフォーム株式会社

代表取締役

永 野　修 一

創 　 業
資 本 金
住 　 所
電話番号
FAX番号
U R L

1979（昭和54年）年２月
4,000万円
〒007-0868 札幌市東区伏古８条２丁目２番21号
011-785-6767
011-784-3344
http://www.hokuyou-bf.co.jp/

〒007-0868 札幌市東区伏古８条２丁目２番21号　TEL.011-785-6767　FAX.011-784-3344

北陽ビジネスフォーム株式会社
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【編集後記】

新年明けましておめでとうございます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新しい年が皆様にとって素晴らしい年でありますように！

札幌支部　事務局　五十嵐
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